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人工干潟及び隣接する垂直護岸において生物調査を実施した．生物の種類数，湿重量は標準的な干潟

と同程度と認められた。個体数に関しては人工干潟ではホトトギスガイが増加し，垂直護岸においては

コウロエンカワヒバリガイが急増した．これら 2 種は植物プランクトンを摂食する懸濁物食者であり，

その摂餌量及び底面におけるマット形成は生息域の一次生産及び摂餌対象を同じくする競合種に多大な

影響を与える． 

周辺沿岸域を含めた適切な生物生息域の保全のためには，生物生息場としての人工干潟及び垂直護岸

に関する，水質・底質及びホトトギスガイ，コウロエンカワヒバリガイを含む生物モニタリングの実施

を踏まえた順応的環境管理が重要である． 

 

Ⅰ はじめに 

 

兵庫県が面する閉鎖性海域である大阪湾と播磨

灘では近年，栄養塩類に関して異なる問題（大阪

湾奥における富栄養化の継続と播磨灘における無

機栄養塩類の不足；貧栄養化）が指摘されている．

さらに，近年では大阪湾南部において貧栄養化が

懸念されている． 

これまで大阪湾奥のような富栄養化海域では水

質浄化を目的として人工干潟が造成されてきたが，

干潟が有する物質循環機能が無機栄養塩類生成に

寄与する可能性を有することが見出され関心を集

めている． 

本研究においては，人工干潟及び隣接する垂直

護岸について，生物生息場として評価し，それら

の特性を検討した． 

 

Ⅱ 方 法 

 

2013年9月と11月，2014年1月および2014年11月

と12月，2015年1月に尼崎港人工干潟（以下，人工

干潟とする．Fig.1に位置および概観を示す．）に

おいてFig. 2に示す位置で垂直護岸の生物調査を

以下のとおり実施した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 The artificial tidal flat of 

Amagasaki port in Osaka bay 

（Length 32m, Width 12m，Highest tide 

level:O.P.+2.1m，Lowest tide 

level:O.P.+0.5m(O.P. : Osaka peil)，

Slope:2%(1/50)，Sediment : Sandy 
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垂直護岸に33cm×33cmの方形枠（面積0.1㎡）を

設置して方形枠内の生物を採取し，約10%の海水ホ

ルマリンで固定した後，試験室に持ち帰って種の

同定，種毎の個体数および湿重量を測定した．ま

た，同時に人工干潟内の底生生物調査を，手動式

グラブ型採泥器（採泥面積0.05㎡で深さ約10cmの

半円筒形に底質を採取）を用いて実施した．  

 

Ⅲ 結果 

 

人工干潟底質及び垂直護岸の生物量について，

Table 1及び2に示す．また、生物の種類数、個体

数、湿重量の経時変化についてFig.3に示す。 

1 種類数 

 人工干潟底質の平均値については，垂直護岸と

比較して湛水時間が長いことから,垂直護岸にお

いてのような明瞭な湛水時間との関係は認められ

ず,潮下帯の最沖部で最多の31種となり,湛水時間

が短くなる他の地点においても24または25種が認

められた．採水地点と種類数の関係は調査期間を

通じて概ね認められた． 

垂直護岸の平均値については，湛水時間が短い

潮間帯上部の枠①において最少の5種となり、湛水

時間の長期化する潮間帯中部及び下部において13

種から27種まで増加した．枠の位置と種類数の関

係は調査期間を通じて概ね認められた． 

  

2 個体数 

 人工干潟底質の平均値については，垂直護岸と

比較して湛水時間が長いことから,垂直護岸にお

いてのような明瞭な湛水時間との関係は認められ

ず,潮下帯の最沖部で最多の1160個体となり,湛水

時間が短くなる他の地点においても1003～1050個

体が認められた．採水地点と個体数の関係は調査

期間を通じて概ね認められた． 

垂直護岸の平均値については, 湛水時間が短い

潮間帯上部の枠①において最少の29個体となり、

湛水時間の長期化する潮間帯中部及び下部におい

て689個体から1070個体まで増加した． 

 調査期間後半の垂直護岸における個体数の急増

はコウロエンカワヒバリガイとタテジマフジツボ

の急増に起因していた．これらの急増が個体数の

最大値を引き上げ、データの範囲を拡大させるこ

ととなった．枠の位置と個体数の関係は調査期間

を通じて概ね認められた． 

 

 

 

Fig.2-1 Vertical positions of 

sampling Stns. on the vertical 

seawall 

Fig,2-2 Tidal level in the 

artificial tidal flat 

Fig. 2 Sampling stations(Stns.) in the 

artificial tidal flat 

 Stns. on the vertical seawall 

  Stns. in the artificial tidal flat 
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3 湿重量 

人工干潟底質の平均値については，垂直護岸と比

較して湛水時間が長いことから,垂直護岸におい

てのような明瞭な湛水時間との関係は認められず,

潮下帯の最陸部で最軽量の34.8gとなり,湛水時間

が短くなる他の地点においても69.4gから89.4gま

での増加が認められた． 

調査期間前半である2013年11月の湿重量の増加

はコウロエンカワヒバリガイとアサリの増加によ

るものであった．コウロエンカワヒバリガイとア

サリは1個体当たりの湿重量が，垂直護岸における

湿重量の増加要因であったマガキと比較して軽く

（調査期間中の平均値：コウロエンカワヒバリガ

イ0.20g，アサリ2.21g），人工干潟底質全体の個体

数に同調する変化が認められた。採水地点と湿重

量の関係は調査期間を通じて概ね認められた． 

垂直護岸の平均値については,湛水時間が短い

潮間帯上部の枠①において最少の0.5gとなり、湛

水時間の長期化する潮間帯中部及び下部において

41.6gから203gまで増加した． 

調査期間前半での湛水時間が長い調査区画であ

る枠③と枠④における湿重量の増加はマガキの増

加によるものであった．マガキは1個体当たりの湿

重量が重く（調査期間中の平均値22.2g），垂直護

岸全体の個体数には反映されなかった．枠の位置

と湿重量の関係は調査期間を通じて概ね認められ

た． 

  

4 生物多様性 

 Fig.4にシャノン・ウィーバー関数から算出した

生物多様度指数（H'）の経時変化を干潟底質と垂

直護岸の各調査地点及び区画について示した． 

垂直護岸と比較して干潟底質においては，2014

年度における生物多様性指数の低下は軽微であっ

た．このことは垂直護岸と同様にコウロエンカワ

ヒバリガイの急増は認められたが，ホトトギスガ

イがコウロエンカワヒバリガイを上回る増加を示

し，さらにゴカイ類，フジツボ類、ニホンドロソ

コエビの増加が認められたことから種組成の単調

化が緩和されたためと考えられた． 

垂直護岸の枠①では，調査期間を通して多様性

の低い結果となった.これは枠①が潮間帯（上部）

に位置し、出現する種が特に干出に強い特徴をも

った少数の種で構成されていたことが要因と考え

られる。枠②③④においては，2013年度と比較し

て2014年度が低くなった．これらは2014年12月及

び2015年1月の調査時にコウロエンカワヒバリガ

イの急増が影響したと考えられた． 

 

Table 1 Biological indexes in the artificial 

tidal flat 

 
 

 

Table 2 Biological indexes on the vertical 

seawall 
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Fig. 3 Change of the number of living species, number of individuals, and wet 

weight of organisms in the artificial tidal flat and on the vertical seawall 
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*)生物多様度指数（H'）の計算式 

 
 

Ⅳ 考察 

 

本調査において検出された生物量について，環

境省が過去に実施した自然環境保全基礎調査1)2)

の結果と比較した． 

種類数は調査対象である人工干潟が小規模 

 (0.04ha)であることを考慮すると，湛水時間が

短い垂直護岸の枠①と枠②が少ないことを除け

ば，中位程度の干潟であると考えられた．湿重量

については，湛水時間が短い垂直護岸の枠①を除

くと中位以上の干潟であると考えられた． 

個体数については，コウロエンカワヒバリガ

イ，ホトトギスガイのような富栄養化した海域で

も生息可能な種の急増が認められた． 

ホトトギスガイは一次生産者である植物プラン

クトンを摂食する懸濁物食者であり，その摂餌量

は，生息域の基礎生産量の 23 倍に及ぶ 3)との報

告がある．この性質は水産有用種であり同じ懸濁

物食者であるアサリの生育と競合し、アサリ資源

の減少をもたらす可能性がある。また，ホトトギ

スガイは細い繊維質の足糸を分泌して他の個体と

結びつき，泥の粒子をその足糸に絡みつかせるこ  

とにより，泥状のマットを形成して 4)5)6)砂質干

潟の基質表層を泥化させる．そのため，砂質の基

質を好むアサリ，サルボウのような二枚貝類の棲

息が難しくなる． 

一方でホトトギスガイの旺盛な摂餌量を通じ

て，富栄養化海域で過剰増殖した植物プランクト

ンを摂餌することにより，水質浄化に貢献するこ

とが期待される．同じイガイ科の近縁種であるム

ラサキイガイは洞海湾の浄化 7)に，コウロエンカ

ワヒバリガイは尼崎運河の浄化 8)に試用されてい

る． 

本調査では垂直護岸において，個体数の急激な

増加時（2014 年 11 月，2015 年 1 月）に種組成

の 50%以上をコウロエンカワヒバリガイが占め

た．また，干潟底質においても個体数増加時

（2013 年 11 月，2014 年 12 月，2015 年 1 月）

にはコウロエンカワヒバリガイとホトトギスガイ

が種組成の 30%以上を占めた． 

コウロエンカワヒバリガイの稚貝は夏季に見ら

れ 9)，ホトトギスガイの産卵の最盛期は 7 月から

8 月 10)とされている．また、コウロエンカワヒ

バリガイの寿命は 1 年程度とされる 9)。これらの

ことから，個体数増加時の直前の夏季における 2

種の発生量と発生後の環境条件（貧酸素水塊の形

成の有無，餌料となる植物プランクトンの一次生

産量の多少）がこれら 2 種の個体数増加に重要

であると考えられた． 

本調査の結果を踏まえて，生物生息場としての

人工干潟及び垂直護岸に関する，水質，底質，生

物モニタリングによる順応的環境管理が周辺沿岸

域を含めた適切な生物生息域の保全のために重要

である． 

 

Ⅴ 結 論 

 

人工干潟と垂直護岸は国内の他の標準的な干潟

Fig. 4 Change of biodiversity index

（H'）*) in the artificial tidal flat and on 

the vertical seawall 

生物多様性指数（H'）*)の経時変化 
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と比較して，生息可能な生物の種類数，湿重量か

ら見た生物の成長について遜色なかった．個体数

に関しては，コウロエンカワヒバリガイ、ホトト

ギスガイが急激に増加することが認められた． 

コウロエンカワヒバリガイ、ホトトギスガイは

一次生産者である植物プランクトンを摂食する懸

濁物食者であり，その摂餌量は生息域の一次生産

及び摂餌対象を同じくするアサリ等の競合種に多

大な影響を与えることから，これら 2 種の動向

には注意が必要である． 

周辺沿岸域を含めた適切な生物生息域の保全の

ために，本調査の結果を踏まえて，生物生息場と

しての人工干潟及び垂直護岸に関する，水質・底

質及びコウロエンカワヒバリガイ、ホトトギスガ

イを含む生物モニタリングの実施を含めた順応的

環境管理が重要である． 
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Abstract 

 

Biological surveys were carried out in the 

artificial tidal flat and the adjacent vertical 

seawall, and the number of species and wet 

weight of living organisms were about the 

same as that of standard tidal flats. As for 

the number of individuals, Musculista 

senhousia increased in the artificial tidal 

flat, and, Xenostrobus securis increased 

rapidly in the vertical seawall.  

In order to conserve appropriate habitats 

including the surrounding coastal areas, 

the adaptive management based on the 

implementation of water quality, sediment 

and biological monitoring including 

Musculista senhousia and Xenostrobus 

securis on artificial tidal flats and vertical 

seawalls as biological habitats is important. 


